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1. 前回は ボタ ンと織物 １枚 が１本 のボタン糸でつけ

られ てい るモデル を考 え，織糸 とボタ ン余聞の力学的関

係を解明し ，ボタンつけ部分の破断に関する理論式を報

告し たが，実証 実験 を１種類 の織物 について だけ行 なっ

たので， 織物の構成要因 と理論式 との関連 が詳らかでな

かっ た。今回はこ の関連 を究明し， さらに実際のボタン

つ けについ て理論式 の適 用を考察す る。

2. よこ糸密度 が異な る３種類の織物を試料 として前

回 と同じ実 験を行 なっ た。 ただしボ タン糸ですく う織糸

の本数ｎ を1,    3,  5,  9本 とし てその水準数 を増し た。

つい で実際のボタンつ けを想定し, ボタン布 １枚,2 枚お

よび ボタ ン布１枚に力布 をつけ た３種に ボタンをつ け，

ボタンホ ール布 と共に引張試験 を行 ない，こ れらの実験

結果 にもとずいて理論式 を検討す る。

3.    1） す くう本数が一定な らば，余密度の影響は少
ない 。

2） 前回 では ≪=1 のとき織糸の単 純引かけ強さの値

で充当し たが，今回は 実験値 を用い て理論式 を 検 討 し

た。

3） 実際 のボタ ンつけ の実 測結果 から， ボタン糸の太

さが同じ ならば理 論式 を適用できることがわかっ た。


